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国
民
文
化
祭
あ
く
ね
洋
画
展

第
17
回
あ
く
ね
洋
画
展

丹
宗
律
光
展

10
月
31
日
〜
11
月
８
日

　
県
内
各
地
で
か
ご
し
ま
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
中
、本
市
に
お
い
て
も
10

月
31
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で
の
間
、あ
く
ね
洋
画
展
が
市
総
合
体
育
館
で
、ま
た
、

に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
で
丹
宗
律
光
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
あ
く
ね
洋
画
展
は
、小
中
高
の
学
生
が
出
展
対
象
で
、小
中
学
生
の

部
に
は
１
１
９
４
点
、高
校
生
の
部
に
は
96
点
の
応
募
が
あ
り
、ま
た
、第
17 

回
あ

く
ね
洋
画
展
は
、一
般
の
方
が
出
展
対
象
で
、１
７
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
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国民文化祭あくね洋画展 
小・中学生の部

高校生の部

（敬称略）

賞名 氏名 画題 学校・学年

文部科学大臣賞 堂前　映月 記憶とのおはなし 川内中央中３年

国民文化祭実行委員会会長賞 東新　那威喜 あくねえき 阿久根小１年

鹿児島県知事賞 小野寺　優麻南 風の通り道 田代小６年

第30回国民文化祭鹿児島県
実行委員会会長賞

松木　和奏 モンシロチョウがふかしたよ 高尾野小３年

鹿児島県議会議長賞 波留　育美 午後の港 阿久根中２年

鹿児島県教育委員会賞 鶴長　竜司 いけ 平尾小１年

阿久根市長賞 川崎　光彩 無心で働く人 折多小４年

阿久根市議会議長賞 尾原　由樹菜 写し出す空間 鶴川内中１年

阿久根市教育委員会教育長賞 二反田　千尋 あたたかみのある武家屋しき 出水小５年

鹿児島県美術協会長賞 池田　丈児 メンガタスズメのえさくい 田代小２年

（敬称略）

賞名 氏名 画題 学校・学年

文部科学大臣賞 林　愛理 賛歌
大分県立 
芸術緑丘高２年

国民文化祭実行委員会会長賞 曽木　胡奈美 朝日
鹿児島県立 
松陽高１年

鹿児島県知事賞 髙橋　佳菜 すいかの浮かぶプール
熊本県立 
第二高３年

第30回国民文化祭鹿児島県
実行委員会会長賞

中山　静華 光
鹿児島県立 
川内商工高３年

鹿児島県議会議長賞 花月　啓祐 ＷＯＭＡＮ
鹿児島県立 
松陽高２年

鹿児島県教育委員会賞 塩鶴　京香 輝くひと
鹿児島県立 
川内高２年

阿久根市長賞 中川　聖望 パレット
出水市立 
出水商高２年

阿久根市議会議長賞 溝口　のぞみ じいちゃんの水道
鹿児島県立 
川内商工高２年

阿久根市教育委員会教育長賞 津﨑　彩華 寝ている少女
熊本県立 
第二高２年

鹿児島県美術協会長賞 中山　翔 自転車
鹿児島県立 
薩摩中央高２年

応募総数1,194点
特別賞および特選10点、入選526点

応募総数96点
特別賞および特選10点、入選86点

文部科学大臣賞
　堂前　映月（川内中央中３年）

『記憶とのおはなし』

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

　
曽
木 

胡
奈
美
（
鹿
児
島
県
立
松
陽
高
１
年
）

　
　
　『
朝
日
』

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

　
東
新
　
那
威
喜
（
阿
久
根
小
１
年
）

『
あ
く
ね
え
き
』

文
部
科
学
大
臣
賞

　
林
　
愛
里
（
大
分
県
立
芸
術
緑
丘
高
２
年
）

　
　
　『
賛
歌
』

3



第17回あくね洋画展 
一般の部

（敬称略）

賞名 氏名 画題 地区

あくね洋画大賞 石井　明子 万華鏡Ⅱ 出水市

阿久根市長賞 蔵元　智子 アンダルシアのひまわり 鹿児島市

阿久根市議会議長賞 樋渡　史生 工場・機械２ 薩摩川内市

阿久根市教育委員会 
教育長賞

兵底由紀子 里の実り 伊佐市

委嘱作家賞 田中　燁子 わ（輪、環、把、和） 出水市

阿久根市文化協会長賞 鬼塚　祐子 ぎょ，ぎょ，ぎょっ 出水市

県美術協会賞 川﨑　昌子 漁り船 阿久根市

南日本新聞社賞 田原　淳 奇岩の前方は！！ 出水市

奨励賞

髙木　和枝 ある日の波止場 阿久根市

江島　光生 蒲生のクス 伊佐市

大山　寧江 時をかける少女 伊佐市

平川　明子 窓Ⅰ 伊佐市

樗木　武夫 漁港のロープ 出水市

鮫島　和子 優雅な夜の食卓 さつま町

梅田　正和 夏の思い出 出水市

梅田　仲子 私の桜島 出水市

川原田鶴子 パソ・ドフレ 鹿児島市

西元　朝子 花の中で 薩摩川内市

委嘱推挙（本洋画展において、特
に優秀と認められた方を「委嘱作

家」として推挙しています。） 

田中　絹子 ショーウィンドーⅠ 伊佐市

通畠　義信 或る夜明け 出水市

川﨑　貴朗 虚無Ⅰ 鹿児島市

招待推挙（委嘱作家の中から、特
に優秀と認められた方を「招待作

家」として推挙しています。） 

白浜ゆかり 明日へ 鹿児島市

内川　慶子 松林 姶良市

第17回あくね洋画展の 
審査員の方々の作品

氏名 画題 地区

前畑　省三 肥後椿 鹿児島市

武田　信雄 桜島（和田） 姶良市

前田　友幸 大地 出水市

招待作家の方々の作品

氏名 画題 地区

別府　威德 天草五橋を見に行く 出水市

吉田　耕一 日没 芦北町

向吉　文男 アネモネ 鹿屋市

内川　達 回想Ｐａ ris 出水市

池上　寛子 飛ぶ 出水市

藤原　和郎 夏が来ればシリーズ　ガム風船 鹿児島市

応募総数172点
特別賞および特選18点
入選152点

あ
く
ね
洋
画
展
開
催
初
日
の
10
月
31

日
に
は
、
市
総
合
体
育
館
で
創
元

会
鹿
児
島
支
部
長
の
内う

ち

川か
わ

達い
た
るさ

ん
に
よ

る
作
品
解
説
も
行
わ
れ
、「
全
体
的
に
創

造
性
が
豊
か
で

レ
ベ
ル
が
高
く
、

ど
れ
も
見
応
え

が
あ
る
作
品
ば

か
り
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

内川達先生による作品解説も開催

あ
く
ね
洋
画
大
賞

　
石
井
　
明
子
（
出
水
市
）

『
万
華
鏡
Ⅱ
』

阿
久
根
市
長
賞

　
蔵
元
　
智
子
（
鹿
児
島
市
）

『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
ひ
ま
わ
り
』
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に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
で
、
本

市
出
身
の
日
本
画
家
、
丹
宗
律
光
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駅
ホ
ー
ル
に
は
、

も
が
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
描
か

れ
た
13
点
の
作
品
や
高
さ
１
７
０
㎝
、

幅
３
０
０
㎝
の
屏
風
２
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
方
は
、「
と
て
も
き

れ
い
に
描
か
れ
て
、
見
て
い
て
癒
さ
れ

ま
す
。」と
話
し
、鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
丹
宗
律
光
は
明
治
35
年
（
１
９
０

２
）
７
月
、
阿
久
根
村
、
町
の
丹
宗

静
一
、
奈
以
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

名
を
健
一
と
い
い
ま
し
た
。
独
学
し

て
日
本
美
術
学
校
日
本
画
科
に
入
学

し
、
卒
業
後
は
東
京
で
月
刊
雑
誌
の

挿
絵
や
装
丁
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
美
人
画
に
転
向

し
ま
し
た
。

　
昭
和
５
年
頃
に
は
植
物
の
写
生
を

し
て
い
る
う
ち
に
植
物
に
興
味
を
お

ぼ
え
、
今
ま
で
の
図
鑑
に
見
な
い
学

術
的
で
、
し
か
も
美
術
的
な
図
鑑
を

つ
く
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

　
昭
和
８
年
に
は
満
州
で
日
本
画
の

講
師
と
な
り
、
個
展
な
ど
開
い
て
好

評
だ
っ
た
の
で
す
が
、
終
戦
に
よ
り

郷
里
に
帰
り
ま
し
た
。
終
戦
の
年
８

月
の
大
空
襲
に
よ
り
、
郷
里
の
家
に

保
管
さ
れ
て
い
た
植
物
図
鑑
の
原
画

が
灰
じ
ん
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

律
光
は
、
昭
和
21
年
頃
か
ら
高
之
口

に
居
を
構
え
て
再
び
植
物
図
鑑
の
作

成
に
取
り
組
み
、
か
た
わ
ら
俳
句
の

指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
34
年
、
日
本
の
南
の
植
物
１

０
０
０
点
近
く
を
描
き
あ
げ
、
今
度

は
日
本
の
北
の
植
物
に
取
り
組
む
た

め
上
京
し
ま
し
た
が
、
翌
35
年
（
１

９
６
０
）
に
は
病
の
た
め
再
び
帰
郷

し
ま
し
た
。
闘
病
１
年
の
後
、
彼
の

終
生
の
念
願
だ
っ
た
新
植
物
図
鑑
は

未
完
成
の
ま
ま
こ
の
世
を
去
り
ま
し

た
。
享
年
59
歳
。

　
彼
の
一
部
完
成
の
植
物
図
鑑
の
原

稿
は
、
昭
和
24
年
天
皇
皇
后
両
陛
下

御
巡
幸
の
折
、
岩
崎
谷
荘
に
お
い
て

天
覧
の
栄
に
浴
し
て
い
ま
す
。

丹宗律光の作品の一部紹介

にぎわい交流館阿久根駅ホールに

作品展示し、作品に見入る来場者

たうきんせん　唐金盞 もがしなんてん　南天竹

丹宗律光（たんそうりっこう）

1902-1960

れもん　檸檬

Ｑ．丹宗律光ってどんな人？？
教えて！

阿っくん

Ａ．
阿
久
根
市
出
身
で

お
も
に
植
物
を
描
き
つ
づ
け
た
日
本
画
家
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ふるさとへの熱い思い

第33回関東阿久根会総会開催

市では３人目の地域おこし協力隊員

木ノ下涼さんに任命（市栽培漁業センター）

阿久根ロータリークラブが

市にＡＥＤを寄贈

11
月
15
日
、
都
内
ホ
テ
ル
で
、

第
33
回
関
東
阿
久
根
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

は
、
関
東
圏
内
に
在
住
す
る
本
市

出
身
の
会
員
を
は
じ
め
、
本
市
か

ら
は
西
平
良
将
市
長
や
木
下
孝
行

市
議
会
議
長
、
下
園
満
商
工
会
議

所
会
頭
、
安
田
暢
子
市
観
光
連
盟

理
事
長
な
ど
関
係
者
た
ち
総
勢
約

１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
長
年
会
長
を
務
め
ら
れ

た
折
田
昭
生
前
会
長
が
退
任
し
、

新
会
長
と
し
て
就
任
し
た
鳴な

る

川か
わ

洋ひ
ろ

一か
ず

会
長
は
、「
故
郷
の
阿
久
根
の

た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
か
ら
本
市
へ
郷
土

募
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
貴
重

な
浄
財
を
市
の
活
性
化
の
た
め
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
鳴
川
会
長
は
、
に
ぎ

わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
に
ピ
ア
ノ

を
寄
贈
さ
れ
、「
ピ
ア
ノ
が
活
用

さ
れ
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
て

く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
、
市
で
は
３
人
目
と
な
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、

木
ノ
下
涼
さ
ん
（
薩
摩
川
内
市
出

身
）
を
任
命
し
ま
し
た
。
木
ノ
下
さ

ん
は
、
西
目
地
区
に
あ
る
市
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
で
種
苗
生
産
や
調
査
な

ど
の
業
務
に
携
わ
り
な
が
ら
、
水
産

業
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
木
ノ
下
さ
ん
は
、「
阿
久
根
市
の
豊

富
な
水
産
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
市

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
Ａ
Ｆ
Ｃ
ポ
ル
ト
ス
主

催
の
Ｕ

−

10
少
年
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
市
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
開
会
式
に
お

い
て
、
阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
公
園
内
の
陸
上
競
技
場
に
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
日
笠
山
大だ

い

同
ク
ラ
ブ
会
長
は
、「
大

会
に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参

加
し
ま
す
。
安
心
し
て
施
設
を
利
用

し
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

鳴川洋一会長がにぎわい交流館

阿久根駅にピアノを寄贈

駅
に
置
か
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
の

前
に
立
つ
鳴
川
洋
一
会
長
と
西

平
良
将
市
長

左
か
ら
、
寺
地
正
𠮷
　
副
市
長
、
木
ノ

下
涼
さ
ん
、
西
平
良
将
市
長

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
渡
す
日
笠
山
大
会
長（
右
）
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今年で64回目！

阿久根市民駅伝に43チームが熱走

阿久根市長杯

家庭婦人バレーボール大会開催

バスケットボール少年団が県３位

鹿児島県ミニバス選手権

11
月
15
日
、
市
総
合
運
動
公
園
内

で
阿
久
根
市
民
駅
伝
が
開
催

さ
れ
、
43
チ
ー
ム
２
１
５
人
の
選
手

が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
優
勝

チ
ー
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
　

　
阿
久
根
中
学
校
　
男
子
Ａ

【
女
子
】
　

　
阿
久
根
中
学
校

【
小
学
生
男
子
】
　

　
阿
久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

【
小
学
生
女
子
】
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Ａ

11
月
15
日
、
市
総
合
体
育
館
で
、
阿
久
根

市
長
杯
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
３
チ
ー

ム
総
勢
約
40
人
の
選
手
た
ち
は
、
コ
ー
ト
内

を
駆
け
回
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長
の
三み

好よ
し

康や
す

子こ

さ
ん
は
、「
経
験
・
未
経
験
は
関
係
な
く
、

み
ん
な
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
バ

レ
ー
が
好
き
、
バ
レ
ー
を
始
め
て
み
た
い
と

い
う
方
は
大
歓
迎
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
、
１
位 

桜
、
２
位 

三
笠
、
３
位 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
い
ち
き
串
木

野
市
総
合
体
育
館
な
ど
で
「
第
43
回

鹿
児
島
県
ミ
ニ
バ
ス
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
阿
久
根
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
は
、
強
豪
チ
ー
ム
が
ひ
し
め
き
合
う
中
、

決
勝
リ
ー
グ
に
勝
ち
進
み
、
見
事
３
位
と
い

う
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン

の
坂
本
龍り

ん

童ど
う

さ
ん
は
、「
チ
ー
ム
と
し
て
悲
願

だ
っ
た
決
勝
リ
ー
グ
に
進
出
す
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
し

て
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
で
す
。」
と
力
強

く
話
し
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、
宮
崎
で
行
わ
れ
る
大
会
に
出

場
す
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
も
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

多くの来場者で大にぎわい

第15回山下の風まつり開催

11
月
22
日
、
山
下
小
学
校
で
、
第

15
回
山
下
の
風
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
地
元

で
と
れ
た
野
菜
や
菓
子
な
ど
の
販
売
、

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
演
奏

や
山
下
三
尺
棒
踊
り
な
ど
の
演
芸
披

露
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
実
行
委
員
会
代
表
の
松
元

八
重
子
さ
ん
は
、「
多
く
の
方
が
来

場
し
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
山

下
地
区
が
に
ぎ
わ
う
よ
う
イ
ベ
ン
ト

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
音
楽
演
奏

や
演
芸
披
露
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
走
り
、
チ
ー
ム
の
仲
間
に

た
す
き
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

白
熱
し
た
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
会

場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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みんなで心を一つに♪

小・中・高等学校合同音楽会

自衛隊が西目小に

「南極の氷」を贈呈

鶴川内小で

「でんえんコンサート」開催

脇本小で「みそ作り」体験学習

11
月
11
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
64
回
目
と
な
る
市
内
の

小
・
中
・
高
等
学
校
合
同
音
楽
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
５
０
５
人

の
児
童
や
生
徒
達
は
、
日
ご
ろ
か
ら

練
習
し
て
き
た
合
唱
や
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
を
伸
び
伸
び
と
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

　
折
多
小
学
校
６
年
の
釣
井
優
斗
さ

ん
は
、「
低
音
と
高
音
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
本

番
で
は
練
習
ど
お
り
の
成
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
歌
が

上
手
に
な
り
た
い
で
す
。」
と
話
し

ま
し
た
。

11
月
５
日
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
が
西
目
小
を
訪
れ
、

南
極
か
ら
持
ち
帰
っ
た
氷
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
自
衛
隊
職
員
は
、
南
極
で

の
活
動
を
紹
介
し
、
児
童
た
ち
に
氷

を
触
れ
さ
せ
る
と
、「
つ
ぶ
つ
ぶ
と
し

た
手
触
り
な
の
は
、
氷
の
結
晶
の
間

に
空
気
の
粒
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら

で
す
。」
と
説
明
し
ま
し
た
。
６
年

生
の
本も

と

有ゆ
う

未み

さ
ん
は
、「
南
極
の
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
氷

も
触
る
こ
と
が
で
き
て
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
氷
は
、
理
科
の
実
験
で
活

用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

11
月
８
日
、
鶴
川
内
小
学
校
で
、

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
実
行
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、
第
16
回
で
ん
え

ん
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童

た
ち
に
よ
る
振
付
に
合
わ
せ
た
合
唱

や
出
水
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

踊
り
を
交
え
た
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
５
年

生
の
入い

り

尾お

野の

恰こ
う

成せ
い

さ
ん
は
、「
練
習
ど

お
り
に
本
番
で
歌
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
場
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

11
月
12
日
、
脇
本
小
学
校
３
年
の

児
童
24
人
が
、
み
そ
作
り
体
験

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
み
そ
作
り
を

指
導
し
た
の
は
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

の
京
田
敏
子
さ
ん
と
園
田
昭
代
さ
ん

で
、
京
田
さ
ん
は
「
作
り
方
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
み
そ
を
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
験
し
た
濱は

ま

﨑さ
き

美み

幸ゆ
き

さ
ん

は
、「
麹
と
大
豆
を
混
ぜ
る
の
に
力

が
要
り
大
変
で
し
た
が
、
よ
く
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
家
で
も
作
り
た
い

で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。
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インフルエンザ予防消毒液

市内の幼稚園などに寄贈

第２回あくね環境志民フォーラムが

市民会館などで開催

大川中学校

ながしま造形美術展に出展

11
月
19
日
、
北
薩
法
人
会
阿
久
根

支
部
が
、
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
市
内
８
か
所
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
消
毒
液
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
支
部
長
の
太
田
泰
寛
さ
ん
は
、「
こ

れ
か
ら
の
時
期
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
き
ま
す
。
特
に
小
さ
い

子
ど
も
達
は
高
い
確
率
で
感
染
す
る

の
で
、
子
ど
も
達
に
は
感
染
し
な
い

よ
う
毎
日
予
防
に
努
め
て
ほ
し
い
で

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
７
、
８
日
に
「
あ
く
ね
森

里
川
海
連
環
と
地
域
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
２
回
あ
く
ね
環
境
志
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
（
一
社
）
あ
く
ね
夢
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
で
開
催

さ
れ
、
延
べ
約
６
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
７
日
に
は
、
海
洋
冒
険
家
の
八

幡
暁
氏
や
高
知
大
学
名
誉
教
授
の

山
岡
耕
作
氏
を
招
き
、
水
辺
に
親

し
む
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
＠
高
松
川
」
や
市
内
中
学

生
ら
を
対
象
に
カ
ヌ
ー
体
験
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
日
に
は
、
市
民
会
館

で
環
境
省
「
つ
な
げ
よ
う
、
支
え

よ
う
森
里
川
海
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
員
の
岡
野
隆
宏
氏
や
大
和

総
研
調
査
本
部
主
席
研
究
員
の
河

口
真
理
子
氏
の
講
演
、
公
開
討
論

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
後
に
主

催
者
の
中
村
健
二
郎
代
表
理
事

が
「
あ
く
ね
夢
の
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
５
０
」
を
発
表
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
し
い
内
容
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
あ
く
ね
環
境
志

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、（
一
社
）
あ
く
ね
夢
の

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
阿
久

根
を
元
気
に
し
た
い
志
民
を
会
員

と
し
て
随
時
募
集
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

10
月
17
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
な
が
し
ま
造
形

美
術
展
（
長
島
町
）
に
大
川
中
学
校

の
全
校
生
徒
21
人
に
よ
る
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
１
０
０
０

個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
組

み
合
わ
せ
て
絵
や
文
字
を
描
い
た
も

の
で
、
２
年
生
の
野
村
萌
さ
ん
は
、

「
制
作
に
１
か
月
以
上
か
か
り
大
変

で
し
た
が
、
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方

が
観
て
く
だ
さ
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
て
、
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

▲

高
松
川
で
行
わ
れ
た
水
辺
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト

「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
」。
参
加
者
た
ち
は
川
の
上
流
付

近
の
お
と
ん
ぼ
の
滝
へ
行
く
ま
で
の
間
、
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲環境に関する講演会も開催され、多くの方が来場

し聴いていました。
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販
売
甲
子
園
と
は
、
高
校
生
が
企

画
・
開
発
し
た
商
品
を
販
売
し
、

売
上
、
利
益
、
接
客
、
ア
イ
デ
ア
の
審

査
点
に
加
え
、
お
客
様
か
ら
の
投
票
数

を
加
え
て
、
総
合
的
な
販
売
力
を
競
う

も
の
で
す
。

今
年
は
初
の
全
国
大
会
と
し
て
、
全

国
33
校
、
39
チ
ー
ム
が
、
高
崎
市
の
特

設
会
場
に
集
ま
り
、
テ
ン
ト
を
連
ね
て

競
い
合
い
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、「
鶴
翔
コ
ロ
ッ
ケ
」
に

加
え
、
阿
久
根
を
代
表
す
る
海
の
幸
、

ア
ジ
を
使
用
し
た
「
ア
ジ
茶
漬
け
」
を

新
た
に
開
発
し
て
販
売
し
ま
し
た
。

特
に
ア
ジ
茶
漬
け
は
、
魚
介
の
香
り

が
口
に
広
が
り
な
が
ら
も
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
味
わ
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
に

面
し
て
い
な
い
群
馬
県
の
方
々
に
大
変

好
評
で
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
き
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い

う
大
会
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
や

元
気
で
丁
寧
な
接
客
が
非
常
に
高
く
評

価
さ
れ
、
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
２
年
生
の
岩
崎
伊
緒
里
さ

ん
（
阿
久
根
中
出
身
）
は
、「
出
店
す
る

前
は
全
国
の
高
校
生
た
ち
を
相
手
に
す

る
こ
と
や
自
分
た
ち
の
商
品
が
ど
れ
だ

け
通
用
す
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し
た

が
多
く
の
方
々
が
鶴
翔
ブ
ー
ス
に
お
越

し
く
だ
さ
り
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
阿
久
根
市
や
鶴
翔
高
校
の
こ

と
を
十
分
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
埀
水

武
教
諭
は
、「
多
く
の
出
店
が
あ
る
中
、

準
優
勝
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
も
本
校
に
と
っ
て
も
大
き
な
自

信
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
阿
久
根
の

食
の
魅
力
を
広
め
て
い
き
な
が
ら
、
地

域
を
も
っ
と
元
気
に
で
き
る
よ
う
継
続

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
食
農
研
究
同
好
会
の
積

極
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。

そこで過ごす生徒たちの素顔に迫ります。

今回は、「各種祭り」などに関することを紹

介します。

11
月
21
日
・
22
日
、
群
馬
県
高
崎
市
で
「
第
８
回 

熱
血
！
高
校
生
販
売
甲
子
園
」（
全

国
大
会
）
が
行
わ
れ
、
食
農
研
究
同
好
会
９
名
の
生
徒
が
出
場
し
、
見
事
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

元気で丁寧な接客が高評価
全
国
準
優
勝
「
熱
血
！
販
売
甲
子
園
」

丁寧な接客を行いながら、積極

的に商品をＰＲしました。

会場は10万人の来場客で

大にぎわいでした。

見事、準優勝した食農研究同好会の皆さん
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鹿
児
島
県
内
で
開
催
さ
れ
た
「
第
30

回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０

１
５
」
の
う
ち
、
10
月
31
日
の
鹿
児
島

ア
リ
ー
ナ
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
に
、

ま
た
、
11
月
３
日
の
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿

児
島
で
の
ア
ミ
ュ
ス
テ
ー
ジ
に
生
徒
た

ち
が
出
演
し
、
本
市
の
伝
統
芸
能
の
１

つ
で
あ
る
山
田
楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
山
田
楽
は
、
こ
れ
ま
で
脇
本
地
区
の

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
保
存
会
の

方
々
が
演
技
す
る
も
の
で
、
高
校
生
が

演
技
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
、
保
存
会
の
松
﨑
勝
雄
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
協
力
を

得
た
こ
と
で
、
無
事
演
技
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
る
「
親

鉦
（
お
や
が
ね
）」
を
担
っ
た
余

宮
あ
み
か
さ
ん
を
は
じ
め
、
１
年

生
を
中
心
に
、
今
後
は
高
校
で
も

活
動
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。

11
月
13
日
、
14
日
の
２
日
間
、「
飛
笑
祭
」
と
銘
打

ち
、「
笑
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
11
回
飛
翔
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
短
い
準
備
期
間
の
中
、
１
年
生

は
展
示
発
表
、
２
年
生
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
バ
ザ
ー
、

３
年
生
は
バ
ザ
ー
や
農
産
物
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
は
各
ク
ラ
ス
や
有
志
団
体
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
発
表
に
、
会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
り

10
月
30
日
、
専
門
高
校
活
性
化
プ

ラ
ン
の
一
環
と
し
て
、
ハ
ウ
ス

食
品
の
ス
パ
イ
ス
マ
ス
タ
ー
野
田
佳

支
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
地
域
の

方
々
も
十
数
名
参
加
し
な
が
ら
、
ス

パ
イ
ス
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
ス
パ
イ
ス
の
歴
史
や

効
果
を
学
び
、
数
種
類
の
ス
パ
イ
ス

を
混
ぜ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー
粉
を

作
る
体
験
を
し
、
午
後
は
、
食
品
技

術
科
２
年
生
を
対
象
に
、
鹿
肉
の
ス

パ
イ
ス
カ
レ
ー
な
ど
香
辛
料
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
６
種
類
の
レ
シ
ピ

で
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
食
材
に
合
う
ス
パ
イ
ス
を
自
分
で

探
す
こ
と
は
ス
パ
イ
ス
活
用
の
一
つ

の
楽
し
み
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
の
食
に
関
す
る
感
性
を

刺
激
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
展
示
も
創
意
工
夫
し
た
作
品
が
多

く
、
来
場
者
の
注
目
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雨
の
中
、
農
産
物
即
売
会
や
バ

ザ
ー
に
も
近
隣
の
方
々
が
大
勢
来
て
い
た
だ

き
、
大
盛
況
で
し
た
。

11
月
18
日
、
雨
に
見
舞
わ

れ
な
が
ら
も
農
業
系
学

系
学
全
員
と
総
合
学
科
の
３

年
生
を
交
え
て
恒
例
の
豊
穣

祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
総
合

学
科
の
北
平
裕
太
郎
さ
ん

（
鶴
川
内
中
出
身
）
は
、「
友

達
と
一
緒
に
食
事
が
で
き
て

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。」

と
話
し
ま
し
た
。
　

　
学
校
で
生
産
し
た

お
米
や
野
菜
を
い
た

だ
き
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
、
あ
ら
た
め

て
命
の
恵
み
を
か
み

し
め
た
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

かごしま国文祭で「山田楽」を披露

“食”に感謝
豊穣祭

スパイス講習
プロから学べ

“笑い”がテーマ 飛翔祭

教わったことを堂々と演技を披露する生徒たち

ＮＥＷＳ

 プラス1
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市政発展に多大な功績

12人が受賞

市民表彰式

11
月
６
日
、
阿
久
根
市
役
所
本
会
議
場

で
平
成
27
年
市
民
表
彰
式
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
地
方
自
治
や
産
業
経
済
、

教
育
文
化
な
ど
の
分
野
で
市
政
発
展
に
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
12
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

被
表
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

市
民
特
別
表
彰

■
地
方
自
治
部
門

▽
鳥と

り

飼か
い

　
光み

つ

明あ
き

　
市
議
会
議
員
４
期
13
年
１
か
月

功
労
者
表
彰

■
地
方
自
治
部
門

▽
石い

し

澤ざ
わ

　
正ま

さ

彰あ
き

　
市
議
会
議
員
２
期
５
年
10
か
月

▽
松ま

つ

永な
が

　
泰や

す

子こ

　
市
公
平
委
員
２
期
８
年

▽
中な

か

津つ

濵は
ま

　
進

す
す
む

　
市
代
表
監
査
２
期
８
年

▽
赤あ

か

木ぎ

　
勝か

つ

久ひ
さ

　
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
５
期
15
年

▽
黒く

ろ

﨑さ
き

　
義よ

し

久ひ
さ

　
中
村
区
長
勤
続
５
年

▽
平ひ

ら

　
忍

し
の
ぶ

　
浦
区
長
勤
続
10
年

▽
木き

原は
ら

　
榮え

い

次じ

　
大
尾
区
長
勤
続
８
年

▽
中な

か

野の

　
茂

し
げ
る

　
尾
原
区
長
勤
続
10
年

■
産
業
経
済
部
門

▽
若わ

か

松ま
つ

　
光み

つ

志し

地
域
商
工
業
の
発
展
及
び
商
店
街
の

振
興
に
貢
献

■
教
育
文
化
部
門

▽
川か

わ

﨑さ
き

　
勲

い
さ
お

私
財
を
投
じ
て
尾
崎
美
術
資
料
館
を

建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
阿
久
根
市

文
化
協
会
会
長
と
し
て
本
市
の
文
化

の
振
興
に
貢
献

▽
落お

ち

　
宣の

ぶ

一か
づ

（
故
人
）

阿
久
根
市
陸
上
協
会
役
員
な
ら
び
に

阿
久
根
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員

と
し
て
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
発

展
に
貢
献

受賞者を代表して謝辞を述べる中津濵進さん

市
税
な
ど
の
納
税
優
良
団
体

11
月
２
日
、
区
長
会
中
期
総
会
時
に
、

計
12
区
に
対
し
て
、
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

▽
馬
見
塚
区

▽
落
区

▽
宮
原
区

▽
桑
原
城
下
区

▽
長
谷
区

▽
尾
原
区

▽
米
次
区

▽
東
牧
内
区

▽
大
下
区

▽
丸
内
区

▽
大
渕
川
区

▽
小
漉
区

各区へ西平良将市長から表彰状が手渡されました

今後ともどうぞ

よろしくお願いします
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地域高規格道路「北薩横断道路」

整備促進地方大会開催

阿久根市肉牛枝肉共進会開催

最優秀賞に松元昭継さん

10
月29日、阿久根市民会館で、地域高規格道路「北

薩横断道路」整備促進地方大会が開催されまし

た。本大会は、霧島市・薩摩川内市・出水市・さつま

町・長島町・阿久根市の４市２町で構成する北薩空港

幹線道路整備促進期成会が主催したものであり、各市

町から総勢約800人が集まり、盛大に開催されました。

　北薩横断道路は、北薩地区と鹿児島空港を結ぶ重要

な道路であることから、早期完成に向けては、地元住

民から道路の必要性を発信することが重要となります。

今大会では、阿久根北ＩＣ周辺と高尾野ＩＣを結ぶ阿

久根高尾野道路（仮称）の整備に向けた各市町の参加

団体の意見や要望が発表され、本市からは、女性代表

として阿久根市女性団体連絡協議会会長の高村和恵

さんと地元中学生代表として鶴川内中学校１年の遠

矢あかりさんが、道路への期待や地域の未来像など

を意見発表されました。

11
月13日、スターゼンミートプロセッサー ( 株 )

阿久根工場で、阿久根市肉牛枝肉共進会が開

催されました。肉牛の飼養管理技術の向上を目指し、

出品された肉牛の品質を競うものです。今年も、鶴

翔高校を含め、市内の畜産農家が丹精込めて育てた

28頭の牛が出品され、最優秀賞に松元昭継さん（古

里区）の「隆幸」が選ばれました。そのほか優秀賞

受賞者は次の３人です。（敬称略）

【最優秀賞】松元昭継（古里区）

【優秀賞】

　①（株）マル善（松ヶ根区）　②石澤豊樹（八郷区）

　③（株）マル善（松ヶ根区）

道路の必要性を発表する高村和恵阿久根市女性団体

連絡協議会会長

北薩横断道路概要図
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阿久根市政News 
阿久根市の取り組みなどに 

ついてお知らせします 

ニュース 



                          

             

名区日月名区日月名区日月

尻無
(旧尻無上)

9:30 ～ 11:00 牟田 9:00 ～ 11:00 段 9:30 ～ 11:30

尻無
（旧尻無中）
(旧尻無下)

13:30 ～ 16:00 木佐木野 13:30 ～ 14:30 寺山 13:30 ～ 14:30

～03:9内丸田仁仲 11:00 高松 15:00 ～ 16:00

田羽敷屋中 13:30 ～ 14:30 大尾 9:30 ～ 11:30

村中上城原桑場的

内牧下城原桑中畑川

牛之浜 13:30 ～ 15:30 内牧東谷長

～03:9下野桐島川大 11:30 浦

野上浜本脇塚見馬 11:00

留波場馬本脇枦 13:30 ～ 16:00

～03:9上田永落 11:00 倉津 9:30 ～ 11:00

飛松 13:15 ～ 14:45 丸大下田永

高之口 15:00 ～ 17:00 岡ヶ見遠東口折

佐潟 9:00 ～ 11:00 黒之上 9:00 ～ 10:30 潟 9:30 ～ 11:30

陳之尾 13:30 ～ 14:30 松ケ根 11:00 ～ 11:30 新町 13:30 ～ 15:00

大下 15:00 ～ 16:30 小漉 13:30 ～ 14:30

萇野 13:30 ～ 14:30 深田 9:30 ～ 11:30

弓木野 15:00 ～ 16:00 八郷 13:30 ～ 15:00

尾崎 9:00 ～ 11:00 瀬之浦上 9:30 ～ 11:30

下浦之瀬場馬下山 13:30 ～ 15:30

浜之黒矢遠

筒田 9:30 ～ 11:30 大谷

内田 13:30 ～ 15:00 槝之浦東

大林 15:30 ～ 16:30 槝之浦西

～00:9里古次米 11:30

町原尾

浜中代田

漉大下代田 13:30 ～ 15:00

村下手横

原上原宮

上野桐栫 13:30 ～ 15:00

大渕川 15:30 ～ 16:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

時 間

１月１８日
（月）

１月１９日
（火）

9:30 ～ 11:30

１月２６日
（火）

13:30 ～ 15:30

１月２７日
（水）

１月２２日
（金）

14:00 ～ 17:00

１月２８日
（木）

13:30 ～ 16:00

１月２５日
(月)

１月２９日
(金)

13:30 ～ 16:00

11:30

１月２１日
（木）

１月２０日
（水）

9:00 ～ 11:30

～ 11:30

２月１日
（月）

２月２日
（火）

２月３日
（水）

9:00 ～

２月４日
（木）

13:30 ～ 15:30

２月５日
（金）

9:00

13:30 ～ 15:30

間時間時

２月１５日
（月）

２月９日
（火）

13:30 ～ 16:30

２月１２日
（金）

13:30 ～ 15:30

２月１０日
（水）

２月８日
（月）

15:00 ～ 16:00

申告受付日程表  

※申告には、収入、経費、控除

などがわかる資料と印鑑が

必要です。 

※受付当日に都合の悪い方は、

３月１日から15日(土日を除

く。)まで、市税務課で申告を

受け付けます。 

※申告会場については、各世帯

に配布したチラシや区の放

送などでご確認ください。 

※市県民税申告のご案内は、今

年度から全世帯にチラシを

配布しお知らせすることと

しました。申告の必要の有無

については、チラシの内容を

お確かめください。 

9:30 ～

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
阿
久
根
市

に
住
所
の
あ
る
方
は
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す

る
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

�

（
専
従
者
含
む
。）

②
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
が
さ
れ
、
源
泉
徴
収
票
を
交
付

さ
れ
た
方
（
勤
務
先
か
ら
市
に
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
す
。）

③
公
的
年
金
収
入
の
み
で
そ
の
額
が
一
定

額
以
下
の
方
（
詳
し
く
は
各
世
帯
に
配

布
し
て
あ
り
ま
す
チ
ラ
シ
の
「
市
県
民

税
の
申
告
判
定
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）
　

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
保
険
税

（
料
）
の
軽
減
判
定
に
必
要
な
た
め
、
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で

す
。

　
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
右
記
の
③

以
外
の
方
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
が
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金

支
払
機
関
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
公
的
年
金

源
泉
徴
収
票
」
を
お
持
ち
に
な
り
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

１
月
18
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
す

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
税
務
課 

課
税
係

　
☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
０
３

市
県
民
税�

申
告
受
付

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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平成28年度

保育所・認定こども園

利用申込のご案内

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
部
分
）
へ
継
続
・
新
規
入

所
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
に
対
し
、

入
所
申
込
の
受
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

12
月
７
日
㈪
～
25
日
㈮
ま
で

（
土
日
祝
日
は
除
く
。）

・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
～
午
後
７
時

■
申
込
場
所

生
き
が
い
対
策
課

児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階
⑤
番
窓
口
）

■
申
込
方
法

【
継
続
】

　
平
成
27
年
12
月
現
在
で
、
保
育

所
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
に
入
所

さ
れ
て
い
る
施
設
を
通
じ
て
、
申

請
書
（
現
況
届
）
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
規
】

　
生
き
が
い
対
策
課
児
童
対
策
係
、

大
川
出
張
所
、
三
笠
支
所
に
申
請

書
一
式
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
入
所
資
格

　
保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
家
庭
内
で
十
分
な
保
育
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

▼
父
母
共
に
働
い
て
い
る
場
合
（
内
職

も
含
む
）
　

▼
妊
娠
・
出
産
　

▼
介
護
・
看
護

▼
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

▼
災
害
復
旧
　
　

▼
就
学
（
保
護
者
）

▼
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

▼
育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に
保
育

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
場
合

▼
そ
の
他
、
市
が
認
め
た
場
合

■
入
所
な
ど
の
決
定

　
入
所
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
か
ら
、
市
で
保
育
の
認
定
を
行
い
、

保
護
者
の
希
望
や
保
育
園
の
状
況
な
ど
、

利
用
調
整
し
て
か
ら
の
決
定
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
入
所
条
件
に
合
致
し
な

い
場
合
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
入
所
手
続
き
に
不
明
な
点
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８

■市内保育園または認定こども園一覧

区分 名称および所在地 利用定員 電話番号 保育時間 延長保育
一時
保育

乳児
保育

公立
みなみ保育園
（西目２０８６）

70人 0996-72-0473 午前７時30分～午後６時30分 午後６時30分～午後７時 あり あり

私立

阿光保育園
（鶴見町１６２）

120人 0996-73-1775 午前７時～午後６時 午後６時～午後７時 なし あり

おりた保育園
（折口１６３３－３）

60人 0996-75-0170 午前７時～午後６時 午後６時～午後７時 あり あり

文旦保育園
（脇本６３７）

90人 0996-75-3310 午前７時30分～午後６時30分 午後６時30分～午後７時 あり あり

みどりが丘保育園
（赤瀬川８８７－１）

60人 0996-73-3280 午前７時～午後６時 午後６時～午後７時 あり あり

蓮華保育園
（波留４５８）

90人 0996-72-0043 午前７時～午後６時 午後６時～午後７時 あり あり

認定
こども園

認定こども園　阿久根めぐみ保育園
（波留５４６５－１）

90人 0996-72-0431 午前７時～午後６時 午後６時～午後７時 あり あり

認定こども園　あくね園
（塩浜町１－１１５）

125人 0996-72-1582 午前７時～午後６時 午後６時～午後７時 あり あり

※認定こども園の幼稚園部分を希望される方は、直接、認定こども園にお問い合わせください。

※利用定員は変更となる場合もありますので、あらかじめご了承ください。

申込みを忘れないでね！
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ま
た
、
市
で
は
自
主
防
災
組
織
や
防

災
に
関
す
る
出
前
講
座
の
申
込
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
避
難
を
！

・
市
か
ら
の
避
難
指
示
が
あ
っ
た
と
き

・
津
波
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、
地
す

べ
り
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
近
隣
で
火
災
が
発
生
し
、
他
の
建
物

等
へ
燃
え
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
自
宅
で
火
災
が
発
生
し
、
火
が
天
井

ま
で
燃
え
移
っ
た
と
き

・
建
物
が
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
と
き

・
危
険
物
が
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
■
津
波
の
特
徴

・
水
深
が
深
い
ほ
ど
速
い

・
２
度
３
度
と
繰
り
返
し
来
る

・
海
岸
の
形
状
に
よ
り
予
想
以
上
の
高

さ
に
な
る

■
津
波
か
ら
避
難
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

・
揺
れ
の
程
度
で
自
己
判
断
し
な
い

・
原
則
、
避
難
に
車
は
使
用
し
な
い

・
山
の
斜
面
へ
の
避
難
は
し
な
い

・「
遠
く
」
よ
り
も
「
高
く
」
逃
げ
る

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
総
務
課
　
危
機
管
理
係

　
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
０

11
月
８
日
、
市
内
全
域
を
対
象
に
地

震
・
津
波
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
甑
島
列
島
東
方
沖

で
地
震
（
震
度
５
強
）
が
発
生
し
、
そ

れ
に
伴
い
、
本
市
を
含
む
東
シ
ナ
海
沿

岸
に
高
さ
４
ｍ
の
津
波
が
襲
来
す
る
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
各
地
域
で
は
、
津

波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
地
域

で
定
め
ら
れ
た
一
時
避
難
場
所
へ
の
避

難
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
市
の
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用

し
、
地
域
や
家
族
間
で
地
震
に
よ
る
津

波
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
こ
に
避
難
す

れ
ば
よ
い
か
確
認
し
合
う
な
ど
、
今
後

と
も
継
続
し
た
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

地震・津波に対する

避難訓練を実施しました 

今
回
は
、「
詐
欺
」
に
つ
い
て
で
す
。
　

市
内
で
相
談
が
増
加
し
て
い
る
詐

欺
的
な
事
例
や
今
後
被
害
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
事
例
の
手
口
と
対
策
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

事
例
①
【
還
付
金
詐
欺
】

▼
手
口
　
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
を
名

乗
り
、
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り
書
類
を

送
っ
た
が
届
い
て
い
る
か
を
聞
い
て
き
ま

す
。
手
続
期
限
は
過
ぎ
て
い
る
が
、
特
別

に
振
込
手
続
を
し
て
あ
げ
る
の
で
金
融
機

関
か
ら
電
話
を
さ
せ
る
と
言
い
ま
す
。
し

ば
ら
く
し
て
金
融
機
関
を
名
乗
る
電
話
が

あ
り
、
最
終
的
に
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ

Ｔ
Ｍ
へ
行
か
せ
、
入
金
手
続
と
言
っ
て
操

作
を
指
示
し
、
こ
ち
ら
の
お
金
を
振
り
込

ま
せ
ま
す
。

▼
対
策
　
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
公
的
機

関
が
還
付
金
の
手
続
を
電
話
だ
け
で
行
う

こ
と
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
き
口
座
に
お
金
を
振

込
む
よ
う
に
言
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
や
「
携
帯
電
話
」

な
ど
の
言
葉
が
出
た
ら
詐
欺
だ
と
と
ら
え
、

相
手
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
例
②
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
詐
欺
】

▼
手
口
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
手
続
き
を
し

て
あ
げ
る
か
ら
番
号
を
教
え
る
よ
う
に
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
教
え
た
後
に
、

ま
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
第
三
者
に
教
え
る
こ
と
は
犯
罪
で

あ
り
逮
捕
さ
れ
る
」
と
不
安
を
あ
お
り
な

が
ら
言
い
、
逮
捕
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て

あ
げ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
お
金
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
、
お
金
を
搾
取
す
る
も
の

で
す
。

▼
対
策
　
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
公
的
機

関
な
ど
が
電
話
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
相
手
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
２
）

【第18回】

消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー

還
付
金
詐
欺

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
詐
欺

『
詐
欺
』

今
後
も
継
続
し
た
取
組
と
備
え
を
！
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残薬などのムダをなくすことで、

患者の医療費負担の軽減につな

がります。

来場者数　２，６４２人

受診者は減少傾向  

くすり整理そうだんバッグ」は、高齢の患者本

　　人や家族、在宅医療・介護に関わる従事者が、

自宅に残っている薬を薬局で預かり、薬剤師がそれ

を整理して、次の薬の処方に生かすためのものです。 

　安心して飲んでいただくために、薬剤師が、持参

された飲み残しの薬の数量、保管状況、服用状況な

どをチェックし、古くなって使えない薬や使用済み

の注射針を回収し、飲み間違いや小さい子どもの誤

飲を防ぎます。 

　薬の服用を管理し、飲み残しを減らし、正しく薬

を飲んでいただくことによって、薬本来の効果を発

揮できます。 

合健診を、７月～９月に 14日間、11月に２日間

　　実施し、来場者数は2,642人でした。一部の検診

を除いて、受診者がやや減少しました。

　 昨年度から続けて特定健診・長寿健診を受診さ

れている方は約80％、５年間続けて受診された方は

約 45％です。毎年健診を受けることで検査値の変化

に早めに気づくことができ、それが生活習慣病予防

のきっかけになります。

平成28年度の健康診査希望調査を２月に実施します。

　平成28年度の総合健診は日数を増やす予定です。

健診を希望される方は希望調査にご回答ください。

総合健診で実施する項目以外の検診も希望できま

す。 

知っていますか？

「おくすり整理そうだんバッグ」

７月、８月、９月、11月に実施

総合健診について

「お

総

 

健 康 

コ ― ― ナ 

「おくすり整理そうだんバッグ」の使い方 

※バッグは薬局に備え付けてあります。 

① 薬が残って何の薬かわからなくなったり、薬の整

理が出来なくなったりした時は、残った薬を「おく

すり整理そうだんバッグ」に入れて「かかりつけ薬

局」へ持っていきましょう。 

② 薬剤師が必要な薬かどうか、使用してもよい薬か

どうか確認し、薬を整理いたします。 

③ 場合により処方医に日数等の確認もしてもらえ

ます。 

④ 不要な薬は処分してもらいましょう。 

特定・長寿健診 

特定健診 

 1,238 人 

 (1,292人、－54人) 

長寿健診 

 516人 

 (499人、＋17人) 

大腸がん検診 

 1,838 人 

(1,819人、＋19人) 

腹部超音波検診 

 2,026 人 

(2,060人、－34人) 

※かっこ内は、昨

年度受診者数およ

び今年との比較数 

受診者数 

 

 1,139 人 

(1,325人、－186人)

胃がん検診 

※問い合わせ先 
 市健康増進課　保健予防係 
TEL 0996-73-1228

年に１度は健診を受けましょう！ 
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◆
通
知
カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
方
へ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
、
転
送
不

要
の
簡
易
書
留
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市
内
に
住
民
票
の
あ

る
方
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
ま
だ
受
け
取
ら

れ
て
い
な
い
方
は
次
の
書
類
な
ど
を
ご
持
参

の
う
え
、
市
民
環
境
課
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の

◇
受
け
取
り
が
本
人
の
場
合

・
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
の
も
の
は
１

点
。
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
場
合
は

２
点
）

◇
受
け
取
り
が
代
理
人
の
場
合

・
本
人
お
よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　
（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

・
委
任
状

◆
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た
通
知
カ
ー

ド
は
、
個
人
情
報
の
記
載
さ
れ
た
大
切
な
書

類
で
す
。
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

警
察
署
へ
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

市
民
環
境
課
で
再
交
付
の
手
続
が
必
要
で
す
。

（
再
交
付
は
有
料
で
す
。
ま
た
、
交
付
ま
で

に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

阿久根市では、次のとおり嘱託員、臨時職員および警備員、管理員を募集します。 

なお、募集要項および申請書は、12月16日(水)から、市役所の市民相談室、各課 
窓口、三笠支所および大川出張所で配布します。 
 

１　雇用期間 平成28年４月１日から平成29年３月31日まで 
２　資　　格 応募資格等については、募集要項をご覧ください。 

なお、本募集は「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。 
障害者手帳の交付を受けている方は、雇用期間を延長する制度があります。 

３　応募手続 (1)  提出書類 申請書１通および履歴書１通（障害者手帳をお持ちの方はその写し１通） 
(2)  受付期間 平成27年12月16日(水)～平成28年１月12日(火)（土日祝日を除く。） 

４　提 出 先 各担当課で受け付けます。業務内容などの詳細については、担当課にお問い合わせください。 
５　選考日等 選考日および選考方法については、募集要項をご覧ください。 

 
□■ 嘱託員・臨時職員・警備員・管理員募集の連絡先一覧 ■□ 

議 会 事 務 局
連 絡 先
（直 通）

健 康 増 進 課
連 絡 先
（直 通）

都 市 建 設 課
連 絡 先
（直 通）

議 会 事 務 局 嘱 託 員 ７３－１２５４ 栄 養 士 嘱 託 員 用 地 事 務 等 嘱 託 員 ７３－１１８３

総 務 課
連 絡 先
（直 通）

歯 科 衛 生 士 嘱 託 員 建 築 技 能 （ 大 工 ） 嘱 託 員

電話交換・放送業務等嘱託員 市営住宅管理事務等嘱託員

庁 舎 ・ 公 用 車 管 理 員 道 路 作 業 指 導 等 嘱 託 員

事 務 補 助 員 レ セ プ ト 点 検 事 務 嘱 託 員 道 路 維 持 作 業 補 助 員

市 役 所 庁 舎 警 備 員
介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 認 定 訪 問 調 査 員 ）

教 育 総 務 課
連 絡 先
（直 通）

交 通 安 全 専 門 指 導 員
郵 便 物 使 送

７３－１２１０
介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（給付点検及び分析事務）

建 築 技 能 （ 大 工 ） 嘱 託 員

企 画 調 整 課
連 絡 先
（直 通）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー
連 絡 先
（直 通）

学 校 図 書 館 嘱 託 員

働 く 女 性 の 家 指 導 員
専 門 指 導 嘱 託 員
（ 正 看 護 師 又 は 保 健 師 ）

学 校 用 務 員

働 く 女 性 の 家 警 備 員
専 門 指 導 嘱 託 員
（ 介 護 支 援 専 門 員 ）

学 校 教 育 課
連 絡 先
（直 通）

税 務 課
連 絡 先
（直 通）

専 門 指 導 嘱 託 員
（ 主 任 介 護 支 援 専 門 員 ）

学 校 教 育 支 援 教 員

市 税 等 収 納 嘱 託 員
専 門 指 導 嘱 託 員
（ 健 康 運 動 指 導 士 ）

特 別 支 援 教 育 支 援 員

税 務 窓 口 事 務 等 嘱 託 員
訪 問 指 導 嘱 託 員
（ 正 看 護 師 ）

理 科 教 育 支 援 員

市 民 環 境 課
連 絡 先
（直 通）

農 政 課
連 絡 先
（直 通）

生 涯 学 習 課
連 絡 先
（直 通）

市 役 所 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 ７３－１２１８ 員導指育教会社員業作ータンセ善改境環村農

員備警館会民市員理管ータンセ善改境環村農員託嘱導指・視監等棄投法不

員備警ータンセ善改境環村農員業作掃清岸海 脇 本 地 区 公 民 館 警 備 員

事業所ごみ分別対策推進員 水 産 林 務 課
連 絡 先
（直 通）

大 川 地 区 公 民 館 管 理 員

生 き が い 対 策 課
連 絡 先
（直 通）

員理管家の年青員託嘱術技ータンセ業漁培栽

保 育 士 嘱 託 員 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 作 業 員 水 道 課
連 絡 先
（直 通）

保 育 園 看 護 師 嘱 託 員 鳥獣被害対策パトロール員 水 道 事 業 事 務 補 助 嘱 託 員

保 育 園 給 食 嘱 託 員 鶴 川 内 集 会 施 設 管 理 員 施 設 管 理 業 務 補 助 嘱 託 員

家 庭 相 談 員 ７２－３９３９ 商 工 観 光 課
連 絡 先
（直 通）

簡 易 水 道 事 務 嘱 託 員

要 援 護 者 訪 問 相 談 員 ７３－１２４１ 消 費 生 活 相 談 員 ７３－１１１４ 三 笠 支 所
連 絡 先
（直 通）

２０００－５７員託嘱等務事口窓所支笠三９３９３－２７士育保ータンセ援支て育子

大 川 出 張 所
連 絡 先
（直 通）

大川出張所窓口事務等嘱託員

大 川 診 療 所 看 護 師 嘱 託 員

大川診療所医療事務嘱託員

７３－１２４８

７３－１１８９

７３－１１６５

７３－１１６２

７３－２１９１

７３－１２１９

７３－１１９２

７３－１２５７

７３－１２５８

７３－１２７２

７２－１０５１

７３－１２１２

７３－１２１４

７３－１２０２

７４－０００１

７３－１２２８

７３－１２２４

７３－１２２９

７３－１１０９

訪 問 指 導 嘱 託 員 （ 国 保 ）
（ 正 看 護 師 ）

訪 問 指 導 嘱 託 員 （ 保 健 予 防 ）
（ 正 看 護 師 ）

 
※ 市外局番は、「０９９６」です。 

※ 応募書類の受付は、各課の窓口で行います。業務内容などの詳細については、

 各課にお問い合わせください。 
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◆
通
知
カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
方
へ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
、
転
送
不

要
の
簡
易
書
留
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市
内
に
住
民
票
の
あ

る
方
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
ま
だ
受
け
取
ら

れ
て
い
な
い
方
は
次
の
書
類
な
ど
を
ご
持
参

の
う
え
、
市
民
環
境
課
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の

◇
受
け
取
り
が
本
人
の
場
合

・
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
の
も
の
は
１

点
。
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
場
合
は

２
点
）

◇
受
け
取
り
が
代
理
人
の
場
合

・
本
人
お
よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　
（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

・
委
任
状

◆
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た
通
知
カ
ー

ド
は
、
個
人
情
報
の
記
載
さ
れ
た
大
切
な
書

類
で
す
。
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

警
察
署
へ
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

市
民
環
境
課
で
再
交
付
の
手
続
が
必
要
で
す
。

（
再
交
付
は
有
料
で
す
。
ま
た
、
交
付
ま
で

に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」「
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
連
絡
先
（
電
話
番

号
）」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
１
月
21
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室
（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど 

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
も
必
要

で
す
。

◇
予
約
受
付

　
１
月
４
日
㈪
～
１
月
14
日
㈭
（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先

　
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

　
10
年
後
納
制
度
が
９
月
末
で
終
わ
り
、
引

き
続
き
、「
５
年
後
納
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
方
は
申
込
み
に
よ
り
、
平
成
27

年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間

に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
後
納
制
度
で
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納

付
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

　
阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
28
年
度
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ

る
市
内
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
平
成

28
年
１
月
７
日
㈭
か
ら
１
月
29
日
㈮
ま
で
の

間
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
（
指
定
願
）
は
、
同
セ

ン
タ
ー
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
法
人
組
織
に
よ
る
大
規
模
小
売

店
（
通
称
ス
ー
パ
ー
）
は
除
き
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
７
０
８
１

　
ミ
ツ
バ
チ
の
群
の
配
置
を
適
正
に
す
る
こ

と
で
、
は
ち
み
つ
な
ど
増
産
を
図
る
と
と
も

に
、
農
作
物
の
花
粉
交
配
を
効
率
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
養
蜂
振
興
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届

け
の
提
出
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
花
粉
交

配
用
に
使
用
す
る
一
定
の
期
間
だ
け
飼
育
す

る
方
の
届
出
は
不
要
で
す
。
届
出
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
　
農
政
管
理
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

後
納
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

（
平
成
27
年
10
月
か
ら
）

学
校
給
食
用
物
資
の

納
入
希
望
者
を
公
募
し
ま
す

ミ
ツ
バ
チ
を

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

本
町
暮
れ
の
市
（
12
月
25
日
㈮
午
前
８
時
～
午
後
６
時
、
本
町
通
り
サ
カ
ウ
エ
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
３
１
３
１
）
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現
在
、
市
で
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
を
さ
れ
て
支
給
決
定
し
た
方
か
ら
順
次
、

臨
時
福
祉
給
付
金
（
一
人
あ
た
り
６
千
円
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
期
間
は
、

12
月
28
日
㈪
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
さ

れ
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◇
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
分
市
県
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。
た
だ
し
、
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

と
生
活
保
護
受
給
者
は
除
き
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
、
対
象
者
へ
９
月
上
旬
に

申
請
書
類
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
０

　
平
成
27
年
９
月
４
日
に
農
業
協
同
組
合
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
な
ど
の
法
律
が
公
布

さ
れ
、
そ
の
中
で
農
業
委
員
会
委
員
の
公
選

制
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
毎
年
１
月
１
日
付
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
か
ら
こ

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
台
帳
の
登

録
と
そ
の
価
格
決
定
に
必
要
な
事
項
を
毎

年
、
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
固

定
資
産
税
係
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

さ
れ
て
い
る
方
が
、
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
次
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①
構
築
物
　
②
機
械
・
装
置
　
③
船
舶
　
④

航
空
機
　
⑤
車
両
・
運
搬
具
　
⑥
工
具
・
器

具
・
備
品
な
ど

　
ま
た
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を
受

け
て
取
得
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
（
太
陽
光
発
電
設
備
）
も
償
却
資
産

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
低
圧
か
つ
10
Ｋ
Ｗ
未
満
の
住
宅

等
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先 

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４

◇
募
集
職
種

⑴
市
内
公
園
管
理
作
業
員

　
▽
業
務
内
容

　
　
市
内
公
園
等
の
除
草
・
清
掃
な
ど

　
▽
募
集
対
象
者

昭
和
21
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
普
通
１
種
運
転
免
許
取
得
者

（
た
だ
し
、
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

⑵
道
の
駅
「
阿
久
根
」
従
業
員

　
▽
業
務
内
容

　
　
厨
房
係
・
サ
ー
ビ
ス
係

　
▽
募
集
対
象
者

昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

◇
募
集
人
員
　
い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

◇
雇
用
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

◇
応
募
手
続

▽
提
出
書
類
　
履
歴
書
１
通
、
申
請
書

（
申
請
書
は
、
公
社
で
配
布
し
て
い
ま

す
。）

　
▽
受
付
期
限 

12
月
18
日
㈮
～
平
成
28
年
１
月
15
日

㈮

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ

く
り
公
社

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

　
天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利
用
促
進
協
議

会
で
は
、
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
、
熊
本
県
天

草
地
域
、
長
崎
県
島
原
地
域
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
航
路
を
期
間
中
に
５
ｍ
未
満
の
車
両
で

２
つ
以
上
利
用
さ
れ
た
方
に
、
天
草
の
特
産

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く

り
公
社
従
業
員
・
作
業
員
募
集
！

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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品
が
抽
選
で
10
名
様
に
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
天
草
地
域
を
訪
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
対
象
期
間

12
月
15
日
㈫
～
平
成
28
年
３
月
11
日
㈮

◇
対
象
航
路

①
島
鉄
フ
ェ
リ
ー
、
②
天
長
フ
ェ
リ
ー
、

③
三
和
フ
ェ
リ
ー

◇
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
利
用
し
た
２
つ
の
航
路
の
乗
船

証
明
書
を
貼
り
付
け
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
郵
送
先
　
〒
８
６
３

−

８
６
３
１

　
熊
本
県
天
草
市
東
浜
町
８

−

１

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利
用
促
進
協
議

会
事
務
局

◇
応
募
締
切
　

　
平
成
28
年
３
月
15
日
㈫
必
着

◇
抽
選
結
果
　
当
選
者
の
み
通
知

※
問
い
合
わ
せ
先

　
当
協
議
会
事
務
局
　

　
☎
０
９
６
９
（
２
３
）
１
１
１
１

　
ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩
み
に
も
よ
り

そ
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探
し
ま

す
。
電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
電
話

く
だ
さ
い
。

▽
相
談
例
　
生
活
、
仕
事
、
住
居
、
自
殺
念

慮
、
心
、
家
庭
、
お
金
、
病
気
、
障
が

い
、
犯
罪
、
性
、
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
、
子
ど

も
、
法
律
・
法
的
手
続
き
、
行
政
・
そ
の

他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、
人
間
関
係
、
外

国
籍
、
被
災
地
・
原
発
な
ど

　
※
問
い
合
わ
せ
先

　
　
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
０
１
２
０

−

２つ

な

ぐ

７
９

−

３さ
さ
え
る

３
８

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
融
資
額
　
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内

◇
金
利
　
年
２
．
１
５
％

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、

　
　
年
１
．
７
５
％

◇
返
済
期
間
　
15
年
以
内

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、

　
　
18
年
以
内

※
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

◇
実
施
時
期

平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
～
平
成
28
年
２
月

29
日
㈪
（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く
。）

◇
場
所

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
の
各
会
員
事

務
所

◇
相
談
内
容

　
個
人
の
所
得
税
・
消
費
税
に
関
す
る
相
談

◇
報
酬

申
告
に
関
す
る
相
談
（
30
分
程
度
）
は
無

料
。
た
だ
し
、
具
体
的
に
申
告
書
の
作
成

を
依
頼
す
る
場
合
は
有
料
。

◇
予
約

相
談
を
希
望
さ
れ
る
税
理
士
事
務
所
に
必

ず
電
話
な
ど
で
相
談
日
時
の
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
税
理
士
に
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密

を
守
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
税

務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
を
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
に
せ

税
理
士
」）
は
、
税
理
士
法
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

（
阿
久
根
市
内
の
南
九
州
税
理
士
会
出

水
支
部
の
各
会
員
事
務
所
）

・
庵
　
秀
志

　
赤
瀬
川
１
１
２
３

−

３

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
１

・
大
田
　
俊
雄

　
波
留
５
７
４

−

３

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
０
４
５
３

・
寺
畑
　
幸
雄

　
脇
本
１
３
１
２
９

　
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
０
６
６
２

・
東
園
　
信
一
郎

　
鶴
川
内
１
０
２
７
１

−

１

　
☎
０
９
９
６
（
７
９
）
４
３
３
９

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
24
時
間
年
中
無
休
電
話
相
談
）

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

確
定
申
告
無
料
相
談
の

お
知
ら
せ
（
要
予
約
）

まちのイベント紹介▶▶▶
１月10日㈰
　午前８時30分～

市民会館前広場
※一斉放水は阿久根漁港新港

消防出初式

問い合わせ先

阿久根消防署

☎ 0996-72-0119

　新春恒例の消防出初式を開催します。消防団員

などが日ごろの訓練成果を披露するほか、市中行

進や阿久根漁港新港において、一斉放水します。市

民の安心・安全を願って行う一斉放水は圧巻です。

　ぜひご家族そろってご来場ください。
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図書館へ行こうY 市立図書館／☎0996－72－0607
開 館 時 間／午前９時～午後７時

施
設
よ
り
一
時
帰
宅
の
老
人
が

そ
っ
と
涙
ぐ
む
「
我
が
家
は
い
い
ね
」�

有
田
イ
チ
エ

雨
あ
と
の
野
辺
を
歩
け
ば
冷
え
冷
え
と

　
髪
を
乱
し
ぬ
晩
秋
の
風�

白
濵
　
ノ
ブ

人
は
皆
誰
に
も
言
は
ず
重
い
も
の

　
背
負
う
て
生
き
る
か
笑
顔
た
や
さ
ず�

飛
松
　
保
子

命
に
は
限
り
の
あ
り
と
諾

う
べ
な

ふ
も

　
煩
悩
背
負
ひ
て
ガ
ン
検
の
結
果
ま
つ�
亀
澤
　
笑
子

爽
や
か
に
遠
き
山
々
暮
な
ず
む�

下
薗
　
良
子

名
園
に
茶
室
ゆ
か
し
き
冬
構�

中
尾
　
啓
子

城
跡
に
八
代
宮
や
七
五
三�

谷
口
　
俊
明

不
知
火
の
海
を
眼
下
に
城
の
秋�

下
薗
　
沙
津

貧び
ん

乏ぶ

所し
ょ

帯て

　
白し

た

髪が

染そ

め
負ま

け
　
医い

者し
ゃ

い
行じ

っ�

斉
藤
バ
リ
カ
ン

【
唱
】
慣な

れ
ん
こ
と
す
っ
　
か
え
っ
ち
ゃ
銭ぜ

ん
要い

い
じ
ゃ

宿や
ど

ん
妻か
か

　
白し
た

　が髪
を
染そ

め
て
　
若わ
か
つ
く造
い�

林
田
ク
イ
ー
ン

【
唱
】
近ち

きか

　
茶ち
ゃ

の
ん
会か
い

ど
が
　
あ
い
や
し
か

『年末年始の休館のお知らせ』

市立図書館は12月28日（月）～１月４日（月）まで休館となります。

本の返却は、休館明けにお願いします。

・１月９日㈯� 午後２時～
　バンビ教室（読み聞かせ）

・１月23日㈯� 午後２時～

　映画会
新刊案内

◦『運命の花びら 上・下』� 森村　誠一（著）

吉良邸討ち入りによって仲を裂かれた赤
穂浪士・前原伊助と、吉良家の奥女

中・千尋。以後、日本の歴史を彩った節目
に、ふたりの家系に連なる者たちが幾度も
巡り会い…。

◦『誰もが知ってる小さな国』� 有川　浩（著）

はちみつを採集する「はち屋」の息
子、ヒコ。ある日、両親の手伝いをし

に山に入るが、どこからか声が聞こえて…。
　誕生から半世紀の時をこえ、佐藤さと
るが生み出したコロボックルの世界を有
川浩が書き継ぐ。

◦『ヨイ豊』� 梶　よう子（著）

黒船来航から12年。豊国が亡くなって、
歌川を誰が率いるのか。ひと回り歳

が違う兄弟弟子の清太郎と八十八は、尊王
攘夷の波が押し寄せる不穏な江戸で、一
門を、浮世絵を守り抜こうとする。

◦『世界を動かすことば 世界でいちばん貧しい大統領
　のスピーチ』� 百瀬　しのぶ（作）　ちーこ（絵）

世界一貧しい大統領が教えてくれる、本
当に大切なことって？ウルグアイの大

統領・ペペと、ペペの言葉で人生の考え方
を変えた少年、ユウトの物語。世界中に
衝撃を与えたペペのスピーチも紹介する。

題
　「
　
　
　
」

題
　「
白し
た

髪が

」
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を
い
使
名
仮
的
史
歴
は
名
仮
り
送
※

。
す
ま
い
て
し
用
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》
会
歌
短
根
久
阿
《

》
会
句
俳
根
久
阿
《

句
狂
摩
薩
《

　

》
会
旦
文
ん
阿
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●　大野孝一さんの農園で発見された不知火の枝変わり

 

第 14 回ＫＫＢふるさとＣＭ大賞 2015 

「阿久根発祥の柑橘 大将季」で「すてがたいデ賞」受賞 

作品は、市のホーム

ページからご覧にな

れます。 

「聞いてよ阿っくん」は休載しました

阿久根市 ふるさとＣＭ 

検索 制作協力してくださった 
大野孝一さん 

「大将季」とは？？ 

だいまさき 

　
12
月
初
旬
に
、
阿
久
根
市
脇
本

地
区
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
が
あ

り
ま
し
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
聞
け

ば
県
南
西
諸
島
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま

す
が
、
脇
本
地
区
で
も
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一

説
に
よ
る
と
、
明
治
３
（
１
８
７

０
）
年
頃
、
当
時
外
来
船
の
出
入

り
が
多
か
っ
た
脇
本
港
に
天
草
の

船
乗
り
が
、
脇
本
の
土
質
が
サ
ト

ウ
キ
ビ
栽
培
に
適
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
、
脇
本
の
有
志
に

図
り
栽
培
を
始
め
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
深
田
の
宮
原
金

蔵
が
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
、

琉
球
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。

　
温
暖
な
気
候
が
適
し
、
明
治
30

年
代
や
戦
後
の
昭
和
20
年
か
ら
30

年
代
の
お
い
て
は
、
黒
糖
の
製
造

が
盛
ん
で
、
多
く
の
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
の
主
な
製
糖
所
は

２
か
所
あ
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
な

い
製
法
で
主
に
市
内
に
流
通
し
て

い
ま
す
。

　
南
島
と
は
一
味
違
っ
た
阿
久
根

産
の
黒
糖
を
味
わ
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。（
所
﨑
）

◀田代小学校
　２年

池
いけ

田
だ

　丈
じょう

児
じ

くん

〈ひと言〉
●心に残ったこと

　ふれあい参観デーのときに、地域の
人と竹で水鉄砲を作りました。竹に道
具でくるくると穴をあけるのが楽し
かったです。
●将来の夢に向かって
　僕の夢は、古代生物学者になること
です。その理由は、いろんな化石が好
きだからです。夢のために、たくさん
の本を読んでいます。

人のうごき（11月30日現在）
前月比 

人　口 21,947人 （−� 6）

　男 10,295人 （−14）

　女 11,652人 （＋� 8）

世帯数 10,419世帯（−� 1）

◦出生� 10人/
◦転入� 43人/

◦死亡� 28人
◦転出� 31人

各
市町村の特産品や観光地など「ふるさと」をＰＲ

する30秒ＣＭを制作し、賞に応じてＣＭ放映本数

を決めるふるさとＣＭ大賞が開催され、本市から「阿

久根発祥の柑橘 大将季」を制作し応募したところ、

「すてがたいデ賞」を受賞しました。ＣＭ放映本数は、

15本で今後、ＫＫＢ鹿児島放送でスポット放送されま

す。なお、制作したＣＭは市のホームページでご覧に

なれます。御協力くださった方々、本当にありがとう

ございました。

　平成９年に脇本地区の大野孝一さんの農園で「不
し ら ぬ

知

火
ひ

」の枝変わりが発見され、審査後、平成18年に「大将

季」として品種登録されました。

　特徴は、不知火に比べ、果皮や果

肉は赤味を帯びほんのり酸っぱさを

残しながらも、糖度が高く濃厚な味わいです。
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　ご了承ください。



者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

尻
しり

無
なし

皆
かい

援
えん

隊
たい

の皆さん

今月の元気者は、『尻無皆援隊』の皆さんです。

平成27年11月に、大川地区在住の有志の方々

で結成され、現在15名で尻無区を中心に活動されて

います。代表の大田修さん（尻無区長）は、「行政

ばかりに頼らず、自分たちでできることはみんなと

力を合わせて行っていく、そういう思いを持つ集ま

りです。」と話されました。結成後初の出動として、

同月15日に、隊の皆さんと地元住民を合わせて25人

で、小麦集落黒木場線から紫尾林道までの約１km

の区間を、大雨の影響で倒れていた大木の片付けや

路肩崩れの撤去作業を行いました。

　大田さんは、「これからも地区のためにいろいろ

な作業に取り組んでいくつもりです。みんなで無理

せず行っています。力を貸してくださる方は大歓迎

ですのでお声かけください。」と話されました。

尻無皆援隊　代表　大田　修（尻無区長）

ＴＥＬ　０９９６−７４−１００６

中古住宅・空家の相談は。。。

（賃貸・売却・買取・解体撤去など）
宅建業免許 知事（11‐第1472号）

解体業免許 知事（登24‐231号）

TEL 0996‐73‐0754

FAX 0996‐73‐0130

E-mail deguchi@po2.synapse.ne.jp

(有) 出 口 殖 産
阿久根市赤瀬川3013‐7
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◉問い合わせ先  阿久根市 生涯学習課（市民会館） 

  ☎０９９６－７２－１０５１ 

 
 

昨年の成人式 

　平成７年４月２日から平成８年４月１日までの出生者で、阿久根市に住民登録を
している方のほか、過去に本市に在住経験があり、本市での成人式出席を希望され
る方も出席できますので、12月 22日(火)までに生涯学習課へご連絡ください。 


